
宮崎県延岡市で発生したＨＰＡＩのウイルスは、平成 26 年４月に熊本県で発

生したＨＰＡＩや、11 月以降、鹿児島県や岐阜県など全国各地の野鳥などから

検出されたウイルスと同じＨ５Ｎ８亜型と確定しました。 

今回の発生農場では、野鳥の侵入防止や消毒が適切に行われていた一方、鶏舎

内でネズミの糞が発見されていたことが分かっています。 

 

飼養衛生管理基準の遵守とともに、給餌設備・給水設備及び飼料の保管場所に、

ネズミ、野鳥等の排せつ物が混入しないよう、野生鳥獣の侵入防止対策の徹底を

お願いします。 

 

 

平成 2６年 12 月 20 日    

                                （通算第 232 号）     

  問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

 電話 026-235-7232   

 

 

 

 

  

12 月 12 日に岐阜県可児市で回収された渡り鳥（オシドリ）の死亡個体について、

本日、高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）ウイルス（Ｈ５Ｎ８亜型）が検出され

ました。 

今季、各地で野鳥などからＨＰＡＩウイルス（Ｈ５Ｎ８亜型）が検出されており、

今回は隣接県での検出であることから、本県へのウイルスの侵入リスクがより一層高

まっていると考えられます。 

これまで以上に緊張感を持って、引き続き、飼養衛生管理基準を徹底するとともに

異状家きんを発見した場合は速やかな通報をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県で回収された死亡野鳥から 

高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）ウイルスを検出！ 

� 回収場所       岐阜県可児市（かにし） 

� 鳥（検体）の種類   オシドリ（オス）、死亡個体、１羽 

� 回収日        平成 26 年 12 月 12 日 

� 確定検査       平成 26 年 12 月 20 日 

ＨＰＡＩウイルス（Ｈ５Ｎ８亜型）と判明 

� 監視重点区域指定   平成 26 年 12 月 16 日 

異状の通報は 

こちらへ 

宮崎県で発生したＨＰＡＩのウイルスが 

Ｈ５Ｎ８亜型と判明！ 


